
第１章 子どもたちとメディア

鬼頭 尚子

１．はじめに

本章は，国立教育研究所が，平成1年1～1月に実施した「児童・生徒調査」（詳細は，『生

涯学習社会におけるメディア・リテラシーに関する総合的研究（学校教育・中間報告）』国立

教育研究所，平成1年３月。および『生涯学習社会におけるメディア・リテラシーに関する総

合的研究（最終報告書）―学校教育編―』国立教育政策研究所，平成1年３月。を参照）の結

果をもとに，「子どもたちのメディア利用の現状・体験・意識」について，報告する。この調

査では，調査対象校を選定するにあたり，対象校が都市部に位置するか地方部に位置するかを

勘案して，コンピュータに関する指導が，比較的積極的に行われていると判断される学校を都

道府県教育委員会・教育研究センター等の協力を得て選定し，調査対象校とした。調査対象者

は，調査対象校における小学校５年生，中学校２年生，高校２年生であり，調査内容は，「各

種メディアの所有状況」「使用状況」「使用上の困難さ」「メディアからの情報の受け取り方」

「有害情報への対応・意見」「授業におけるメディアの利用状況」等であった。「児童・生徒調

査」の分析対象者は，以下の通りである。

２．メディアの使用状況

⑴ 携帯電話，FAX，パソコン，インターネット，メールアドレスの使用状況

(図１-１)

まず子どもたちが，各種メディアをどれぐらいの頻度で使用しているのかを見てみよう。本

調査では，1種類のメディアに関して使用の頻度をたずねているが，ここでは，携帯電話，

FAX，パソコン，インターネット，メールアドレスの使用状況について，報告したい。それ

ぞれのメディアについて，「ほぼ毎日使う」「ときどき使う」「使わない」のいずれかを一つ選

んでもらった。
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表１-１ 調査対象者

小学５年生 中学２年生 高校２年生 合 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

女 子 36 4.0 57 4.9 16 5.8 29 5.8

男 子 42 5.8 56 5.3 16 4.1 20 4.8

無回答 2 0.2 1 0.9 4 0.2 1 0.4

合 計 80 10.0 14 10.0 23 10.0 41 10.0



「携帯電話」に関しては，高校生になると「ほぼ毎日」使用すると回答した人々の割合が多

くなる。高校生女子の5.6％が，高校生男子の4.4％が「ほぼ毎日」使用すると回答してい

る。「パソコン」は，どの学年においても，「ほぼ毎日」使用すると回答した人々の割合は，１

割に満たない。中学生男子が「ほぼ毎日」と回答した割合がもっとも高く，9.0％となってい

る。「携帯電話によるメール」に関しては，高校生女子の3.3％が，高校生男子の2.1％が，

「ほぼ毎日」使用すると回答している。

３．メディア使用の難しさ

⑴ 本，新聞，ラジオ，テレビ，ビデオ，TV ゲームの使用の難しさ

本調査では，1のメディアについて，そのメディアを実際に使う際に「難しい」と感じるか

どうかをたずねた。それぞれのメディアについて，使うことを難しいと「いつも感じる」「と

きどき感じる」「感じない」の三つの選択肢から，あてはまるものを一つ選んでもらった。

注）小学生女子 n＝36 男子 n＝42 中学生女子 n＝57 男子 n＝56 高校生女子 n＝16 男子 n＝16

図１-１ 問１⑵メディアの使用状況
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「本」に関しては，使用の難しさを「いつも感じる」と回答した人々の割合はほとんどない。

小学校では，女子の3.4％，男子の3.6％が「ときどき感じる」と回答している。また高校生

女子の2.2％が「ときどき感じる」と回答している。「新聞」に関しては，小学生女子の1.8

％，小学生男子の2.4％が難しさを「いつも感じる」と回答している。どの学校段階でも，

「本」と比べると「新聞」の方が使用の際，難しさを感じていることがわかる。

「テレビ」「ビデオ」に関しては，どの学校段階においても，ほとんど使用の難しさを感じて

いないことがわかる。ただ，「ラジオ」に関しては，小学生女子の6.0％が，小学生男子の5.8

％が，難しさを「いつも感じる」と回答している。

⑵ 携帯電話，FAX，パソコン，インターネット，メールアドレスの難しさ

(図１-２)

「携帯電話」や「ファクシミリ」に関しては，小学生の２割以上が，使用の際，難しさを

「いつも感じる」と回答しているが，これは小学生が「携帯電話」と「ファクシミリ」を使用

子どもたちとメディア

注）小学生女子 n＝36 男子 n＝42 中学生女子 n＝57 男子 n＝56 高校生女子 n＝16 男子 n＝16

図１-２ 問１⑶メディア使用のむずかしさ
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する機会が少ないことと関係があるであろう。「パソコン」は，女子よりも男子の方が使用の

際，難しいと「いつも感じている」。小学生男子の3.4％，高校生男子の2.7％が難しいと

「いつも感じている」ことがわかる。「インターネット」に関しては，学年別に見ると，小学生

が難しさを感じており（女子4.2％，男子4.6％），ついで高校生が難しさを感じている（女

子2.5％，女子2.2％）。

４．メディアからの経験

⑴ 「元気が出たことがある」（表１-２)

本調査では，新聞や雑誌，テレビなどのメディアから得た情報によって，子どもたちが，ど

のような経験をしたことがあるかをたずねている。本調査では「本（教科書を除く）」「新聞」

「雑誌」「TVゲーム」「インターネット」の６種類のメディアを選び，それぞれのメディアに

ついて，「元気が出た事」「勉強に役立てた事」「遊びに役立った事」があるかどうかを「よく

ある」「ときどきある」「あまりない」「まったくない」の四つの選択肢の中から一つ選んでも

らった。ここでは誌面の都合から，「元気が出た事」および「勉強に役立てた事」について報

告する。

「本」を読んで「元気が出た」ことが「よくある」と回答した割合は，学年や性別に関係な

く，２割強であった。「雑誌」を読んで「元気が出た」ことが「よくある」と回答した割合は，

中学生と高校生の女子に多く，中学生女子3.3％，高校生女子2.8％であった。

「テレビ」に関して，「元気が出た」ことが「よくある」と回答した割合がもっとも高かった

のは，中学生女子であり4.2％であった。中学生と高校生に関しては，女子の方が男子より

「元気が出た」ことが「よくある」と回答している割合が高い。「テレビゲーム」は，女子より

も男子の方が「よくある」と回答している割合が高い。この傾向は小学生において顕著であ

る。小学生では，男子5.6％，女子2.2％であり，男子の割合は女子の二倍以上である。

「インターネット」で「元気が出たこと」があると回答した割合は，学年や性別によっては，

ほとんど違いはなかった。中学生と高校生に比べ，小学生が「よくある」「どきどきある」と

回答する割合が高かった。

⑵ 「勉強に役立ったことがある」（表１-３)

「本」が「勉強に役立ったこと」が「よくある」と回答した割合がもっとも高かったのは，

小学生女子で4.1％であった。小学生から中学生，高校生になるにつれて，「よくある」と回

答する割合は低くなる。「新聞」についても小学生女子が「よくある」と回答した割合がもっ

とも高く，2.8％であった。「雑誌」は，「本」や「新聞」に比べると，「よくある」と回答し

た割合は低かった。

「テレビ」が「勉強に役立ったこと」が「よくある」ともっとも高い割合で回答したのは小

学生女子で，3.5％であった。「テレビゲーム」は，男子の約２割が「勉強に役立つこと」が

あると回答している。「インターネット」が「勉強に役立ったこと」が「よくある」「ときどき

ある」と回答した割合は，小学生がもっとも高かった。「よくある」と回答した小学生女子は

2.5％，小学生男子は2.0％であった。中学生，高校生になるにつれて，この割合は低くなっ

てくる。
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表１-２ メディア経験「元気が出たことがある」

よくある ときどきある あまりない まったくない 合 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

女子 8 2.4 17 4.8 9 2.6 3 9.2 31 10
小学生

男子 15 2.3 11 3.3 11 2.9 8 1.4 40 10

女子 19 2.8 27 4.8 13 2.3 4 8.1 53 10
本 中学生

男子 14 2.4 14 3.8 19 2.2 12 1.6 59 10

女子 33 2.4 62 4.9 35 2.4 7 5.3 16 10
高校生

男子 24 2.1 46 4.7 36 2.3 19 1.9 16 10

女子 1 2.9 5 1.3 15 4.9 15 4.9 39 10
小学生

男子 1 4.3 6 1.4 12 3.2 22 4.1 41 10

女子 1 3.3 7 1.6 20 4.3 25 3.8 52 10新
聞 中学生

男子 2 4.3 7 1.4 21 3.4 23 4.9 56 10

女子 3 2.9 24 1.3 60 4.5 43 3.4 15 10
高校生

男子 6 5.3 13 1.8 44 4.0 40 3.8 15 10

女子 7 1.6 10 2.5 11 2.4 9 2.6 38 10
小学生

男子 6 1.6 9 2.8 9 2.8 10 4.8 41 10

女子 15 3.3 15 3.1 19 2.8 5 9.8 52 10雑
誌 中学生

男子 10 1.3 17 2.2 13 3.0 17 2.5 57 10

女子 31 2.8 53 4.2 32 2.6 7 5.4 14 10
高校生

男子 24 2.0 37 3.2 32 3.3 18 1.5 16 10

女子 17 4.7 18 3.1 5 1.0 2 7.1 39 10
小学生

男子 26 4.1 11 2.2 5 1.8 4 1.9 49 10

女子 26 4.2 12 3.6 7 1.5 2 3.7 51 10テ
レ
ビ

中学生
男子 28 3.5 10 3.7 15 1.1 6 1.7 51 10

女子 60 4.8 57 4.3 13 9.8 2 2.1 15 10
高校生

男子 42 3.4 40 3.7 16 1.9 8 7.1 16 10

女子 7 2.2 7 2.4 9 2.5 12 3.8 32 10
小学生

男子 24 5.6 9 2.4 4 1.7 6 1.3 47 10

女子 7 1.0 9 1.8 14 3.3 20 3.8 51 10
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム

中学生
男子 29 3.4 15 2.2 13 1.4 14 1.9 51 10

女子 16 1.7 20 1.2 33 2.4 59 4.8 13 10
高校生

男子 24 2.4 20 2.9 38 2.2 21 2.4 16 10

女子 2 8.4 5 1.5 7 2.6 15 5.5 35 10
小学生

男子 2 7.3 6 1.9 8 2.8 25 5.0 34 10

女子 3 6.4 6 1.5 10 1.3 30 6.8 58 10

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中学生
男子 4 7.6 5 1.1 15 2.8 30 6.5 53 10

女子 7 6.0 18 1.8 10 1.1 84 6.1 17 10
高校生

男子 8 7.3 10 9.8 16 1.5 74 6.4 12 10
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表１-３ メディア経験「勉強に役立ったことがある」

よくある ときどきある あまりない まったくない 合 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

女子 13 4.1 19 4.6 4 1.8 2 5.5 32 10
小学生

男子 12 3.5 17 4.5 7 1.1 4 1.0 41 10

女子 17 2.3 29 4.9 15 2.2 4 7.6 52 10
本 中学生

男子 11 2.0 25 4.4 13 1.4 8 1.1 51 10

女子 25 1.0 68 5.5 30 2.0 8 6.5 16 10
高校生

男子 22 2.6 51 4.6 21 2.3 10 9.5 16 10

女子 9 2.8 19 4.0 7 2.6 4 1.7 39 10
小学生

男子 9 2.9 17 3.7 9 2.3 8 2.1 43 10

女子 15 1.4 27 4.9 14 2.0 7 1.7 50 10新
聞 中学生

男子 12 2.1 26 3.7 15 2.1 14 1.0 57 10

女子 24 1.0 62 4.1 32 2.7 18 1.2 15 10
高校生

男子 27 1.9 41 4.5 30 2.6 11 1.0 15 10

女子 2 7.4 7 1.6 13 4.6 16 3.4 37 10
小学生

男子 3 8.4 6 1.7 11 3.0 13 4.9 40 10

女子 4 8.9 17 2.7 22 4.8 12 2.6 59 10雑
誌 中学生

男子 6 1.5 17 1.6 26 3.2 17 3.7 56 10

女子 8 6.6 37 2.3 65 4.5 23 1.6 14 10
高校生

男子 11 1.3 34 2.3 44 4.0 27 2.4 15 10

女子 10 3.5 19 4.7 7 1.9 2 6.8 31 10
小学生

男子 10 2.7 16 4.4 8 1.8 6 1.0 49 10

女子 14 2.0 25 4.6 19 2.2 3 7.3 57 10テ
レ
ビ

中学生
男子 14 2.5 20 3.6 13 2.2 7 1.7 51 10

女子 23 1.9 63 5.4 35 2.7 9 7.0 15 10
高校生

男子 24 1.3 51 4.1 32 2.1 12 1.5 15 10

女子 1 3.3 1 5.1 9 2.7 23 6.9 39 10
小学生

男子 4 1.1 5 1.6 10 2.5 24 5.8 45 10

女子 1 1.8 2 5.4 10 2.6 32 6.2 51 10
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム

中学生
男子 5 1.0 9 1.8 12 3.3 29 4.9 51 10

女子 2 1.7 7 5.6 39 2.1 98 6.5 13 10
高校生

男子 6 5.4 16 1.1 45 3.0 55 4.6 15 10

女子 9 2.5 9 2.1 5 1.4 11 3.0 37 10
小学生

男子 18 2.0 9 2.3 5 1.2 13 3.5 36 10

女子 5 9.7 14 2.1 8 1.8 27 5.5 58 10

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中学生
男子 6 1.6 9 1.3 9 1.0 35 5.2 53 10

女子 6 5.1 12 1.5 16 1.8 85 6.7 17 10
高校生

男子 8 7.2 14 1.6 19 1.2 74 6.0 11 10



５．メディアからの情報の信頼性

⑴ 「本当のことと違う」（図１-３）（図１-４)

メディアからの情報に対して，子どもたちは，どのような印象を持っているのだろうか。

「本」「新聞」「雑誌」「テレビ」「インターネット」の5種類のメディアからの情報によって，

「本当の事と違う」「考え方が偏っている」「人の気持ちを傷つけている」「報道が行き過ぎてい

る（中学生・高校生のみ）」と感じたことがあるかどうかを，「よくある」「ときどきある」「あ

まりない」「まったくない」の四つの選択肢の中から一つ選んでもらった。他のメディアに比

べ「インターネット」は利用されている頻度が少ないという点に注意しながら，以下の結果を

見てみたい。ただし，ここでは紙面の都合上，「本当の事と違う」と「人の気持ちを傷つけて

いる」のみ報告する。

「本」に関しては，「よくある」と回答した割合がもっとも高かったのは，小学生男子であり

1.6％，ついで高かったのが，中学生男子で1.4％であった。どの学年でも，女子に比べ，男

子が「よくある」と回答している割合が高い。「雑誌」は，学年が上がるにつれて，「よくあ

る」と回答している割合が高くなってきている。「新聞」は，「本」「雑誌」に比べると，「よく

ある」と回答している割合は少なくもっとも多い高校生男子であっても7.8％に過ぎないが，

「ときどきある」と回答している割合は，小学生男子（1.1％）を除けば，２割を超えている。

「テレビ」からの情報が「本当のことと違う」ともっともよく感じているのは，小学生男子

であり2.8％であった。ついで「よくある」と回答した割合が高かったのは高校生女子で2.0

％となっている。「インターネット」に関しては，他のメディアに比べ，「よくある」および

注）本 ：小学生女子 n＝31 男子 n＝49 中学生女子 n＝54 男子 n＝59 高校生女子 n＝15 男子 n＝16

新聞：小学生女子 n＝30 男子 n＝41 中学生女子 n＝52 男子 n＝59 高校生女子 n＝15 男子 n＝15

雑誌：小学生女子 n＝37 男子 n＝41 中学生女子 n＝51 男子 n＝55 高校生女子 n＝15 男子 n＝15

図１-３ 問２⑵ア 本当のことと違う
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「ときどきある」と回答した人々の割合は低いが，これは使用の頻度があまり多くないことと

も関係あるであろう。「インターネット」からの情報に対して「よくある」と回答した割合が

もっとも高かったのは，高校生男子であり9.2％であった。

⑵ 「人の気持ちを傷つけている」（図１-５）（図１-６)

「本」「新聞」「雑誌」といった活字メディアの中では，「雑誌」に対して「よくある」と回答

した人々の割合がもっとも高かった。「本」に関しては，「よくある」と回答した人々の割合

は，どの学年でも１割以下であった。「新聞」では，高校生男子が「よくある」と回答した割

合がもっとも高く，1.7％であった。ついで高校生女子1.1％となっている。「雑誌」では，

高校生男子の2.2％が，高校生女子の2.2％が「よくある」と回答している。

「テレビ」に関しては，他のメディアに比べて「よくある」と回答した割合がもっとも高か

った。高校生の三人に一人は「よくある」と回答している（高校生女子3.3％，高校生男子

3.1％）。「インターネット」でも高校生の男子が「よくある」と回答した割合がもっとも高

く，1.1％であった。ついで高校生女子8.9％となっている。

６．まとめ

以上，本章では，平成1年1～1月に国立教育政策研究所が実施した「児童・生徒調査」の

結果の一部を，男女別，学年別に見てきた。メディアによっては，学年や性別を問わず，同じ

傾向を示すものもあったが，男女の差が大きかった項目について，二つ印象に残った点を指摘

しておきたい。

まず，「メディアの使用の状況」における「テレビゲーム」に関しては，学年別男女別に見

ると，小学校の男子において，使用頻度が最も高かった。かつ「テレビゲーム」に関しては，

男女差も，もっとも大きかった点である。

次に，中学生および高校生の女子に関しては，「雑誌」の使用頻度が高く，中高生の女子が

注）TV：小学生女子 n＝33 男子 n＝49 中学生女子 n＝53 男子 n＝58 高校生女子 n＝15 男子 n＝16

インターネット：小学生女子 n＝32 男子 n＝32 中学生女子 n＝52 男子 n＝59 高校生女子 n＝16 男子 n＝10

図１-４ 問２⑵ア 本当のことと違う
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注）本 ：小学生女子 n＝39 男子 n＝46 中学生女子 n＝52 男子 n＝50 高校生女子 n＝15 男子 n＝16

新聞：小学生女子 n＝37 男子 n＝47 中学生女子 n＝58 男子 n＝59 高校生女子 n＝15 男子 n＝15

雑誌：小学生女子 n＝35 男子 n＝49 中学生女子 n＝52 男子 n＝56 高校生女子 n＝15 男子 n＝15

図１-５ 問２⑵ウ 人の気持ちを傷つけている

注）TV：小学生女子 n＝34 男子 n＝43 中学生女子 n＝54 男子 n＝51 高校生女子 n＝15 男子 n＝16

インターネット：小学生女子 n＝38 男子 n＝33 中学生女子 n＝54 男子 n＝50 高校生女子 n＝16 男子 n＝10

図１-６ 問２⑵ウ 人の気持ちを傷つけている
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「雑誌」から受ける影響は，小さくないといえる点である。

本章は，平成1年秋に実施した調査の結果を基に記述してきた。メディアの中でも，とりわ

け携帯電話および携帯電話のメール，パソコン，インターネットの利用状況は，半年の単位で

状況が大きく変化する。今後さらにこの問題を検討するためには，平成1年調査時から，児童

・生徒のメディア使用の状況がどれぐらい変容しているか，を比較し，その変容の意味を検討

することも重要であろう。
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